
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

四日市市教育委員会・株式会社ベネッセコーポレーション 

     1 

四日市市教育委員会と株式会社ベネッセコーポレ
ーションが共同で、令和５年度の全国学力・学習状
況調査（以下 学力調査）の結果と Literas 論理言
語力検定（以下 Literas）の結果について研究を行
いました。 

この共同研究の目的は、論理言語力※１が学力にど
のように影響するかを確認し、その結果を学校での
日々の授業改善に役立てる資料とすることです。 
 対象）四日市市内の公立中学校 22 校の生徒（中３ 約 2500 人） 

     2 

以下の散布図は、縦軸に学力調査（国語１５問、数学１５問、英語１７問を合わせた）の正解数、横軸にリ
テラス（５４問）の正解数をプロットしたものです。 

 Literas と学力調査（国数英）の正解数は、全体的には Literas の正解数が多くなるほど、学調の正解数も多
くなる傾向がみられることから、緩やかな相関関係となっています。さらに図を見ると、青い丸の部分のよう
に、Literas の正解数が少ない場合、学力調査の正解数が多い生徒はいませんが、黄色い丸の部分のように、学
力調査の正解数は少ないが Literas の正解数が多い生徒は一定数存在します。 
 つまり、教科学力の向上には、論理言語力が欠かせないと考えられます。 

・学力調査の正解数と Literas の正解数の相関関係を明らかにする。 
・学力調査と Literas の問題の類似性を、出題趣旨などから分析する。 
・学力調査・Literas の結果と質問紙調査の関連を明らかにする。 

学
力
調
査 

多 少 

【分析内容】 

※１「論理言語力」は、学習指導要領において、「学習の基盤となる力」とされている言語能力と大きく重なる力です。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     3 

Literas で測定している論理言語力は、全国学力・学習状況調査の３教科とゆるやかな相関があり、
論理言語力が教科学力の向上に欠かせないことが示唆されます。Literas の中でも、特に読解力や聴解
力を問うた「情報理解力」分野と各教科との間に、相対的に高い相関関係が見られました。 
▼Literas の正解数と各教科の相関 

Literas で測定している論理言語力が必要とされる各教科の問題例 

実際の出題例 

「 令和５年度「学力調査」 大問８（１） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以下の表は、学力調査の無回答率を Literas のスコア別に算出したデータです。 
ここから、Literas のスコアが高い層と低い層では、無回答率に差があり、どの教科においても Literas の

スコアが低くなると、学力調査の無回答率が高くなるという傾向が見られました。 
つまり、論理言語力が低くなると、題意をつかんだり、条件などを関係づけたりすることなどが難しくな

り、答えを導き出すことができなくなるのではないかと考えられます。 

     ５
学力調査の生徒質問紙調査 72 問のうち、以下の表に掲載している３つの設問に Literas との相関関係が見

られました。 

     ６

     ４

学力調査 児童生徒質問紙の設問 

以上の結果を踏まえて、以下のように授業改善のポイントを示します。 



 

 

 

 

 

 

 

    

  

    

    

ディベート 
プレゼンテー

ション大会 

討論大会 グループでの 

プロジェクト活動 
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